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【 背 景 お よ び 目 的 】  

 管 内 乳 肉 複 合 農 家 A 農 家 は 、 経 営 者 の 高 齢 化 や 搾 乳 関 係 機 器 の 設

備 更 新 費 が 負 担 と な っ て い る こ と か ら 、 令 和 3 年 か ら 約 5 年 間 で 和

牛 繁 殖 ・ 肥 育 一 貫 農 家 へ 転 向 し 経 営 を 継 続 す る 計 画 を 策 定 し た 。 目

標 と す る 飼 養 頭 数 に つ い て は 、乳 用 種 雌 牛 を 15 頭 か ら 0 頭 ま で 減 ら

し 、黒 毛 和 種 繁 殖 雌 牛 は 6 頭 か ら 50 頭 、黒 毛 和 種 肥 育 牛 は バ ー ン ク

リ ー ナ ー を 使 用 し た つ な ぎ 牛 舎 で の 排 せ つ 物 の 管 理 を 考 慮 し て 雌 牛

の み と し 、 4 頭 か ら 68 頭 ま で 増 頭 す る こ と と し た 。そ の た め 、性 選

別 精 液 を 人 工 授 精 に 用 い て い た が 、 受 胎 率 が 低 い 、 自 農 場 の 繁 殖 成

績 を 把 握 し て い な い 、 未 経 産 牛 の 初 回 授 精 月 齢 が 遅 い 、 子 牛 の 死 亡

事 故 が 多 い と い っ た 問 題 点 か ら 当 初 の 計 画 よ り 遅 滞 し て い る 。 そ こ

で 、 令 和 3 年 度 よ り 受 胎 率 向 上 を 目 的 に 、 畜 主 が 性 選 別 精 液 を 確 実

に 子 宮 角 深 部 に 注 入 す る こ と が で き る カ テ ー テ ル 型 注 入 器 を 導 入 し 、

効 果 を 検 証 し た 。 ま た 、 発 情 発 見 率 や 妊 娠 率 と い っ た 繁 殖 指 標 を 算

出 し 、 畜 主 に 対 し て 指 導 を 行 っ た 。  

【 方 法 】  

 性 選 別 精 液 を 人 工 授 精 す る 際 の 受 胎 率 を 、 カ テ ー テ ル 型 注 入 器 に

よ る 場 合 （ カ テ ー テ ル 区 ） と シ ー ス 管 注 入 器 に よ る 場 合 （ 通 常 区 ）

で 比 較 し た 。 供 試 牛 は 乳 牛 延 べ 90 頭 お よ び 和 牛 延 べ 50 頭 と し た 。

調 査 期 間 は 平 成 31 年 4 月 ～ 令 和 4 年 12 月 と し 、 期 間 中 に 実 施 し た

人 工 授 精 の 40～ 60 日 後 に 直 腸 検 査 あ る い は 超 音 波 診 断 装 置 に よ り

妊 娠 検 査 を 行 い 、 受 胎 率 を 算 出 し た 。  

 さ ら に 、 分 娩 後 に 子 宮 の 回 復 等 を 目 的 に 発 情 を 発 見 し て も 授 精 し

な い 任 意 の 待 機 期 間（ VWP）に つ い て 聞 き 取 り 調 査 を 行 い 、平 均 初 回

授 精 日 数 と 比 較 し た 。 ま た 、 令 和 3 年 10 月 ～ 令 和 4 年 11 月 の お よ

そ 1 年 間 に お け る 繁 殖 状 況 か ら 、 A 農 家 の 1 年 間 の 発 情 発 見 率 、 妊

娠 率 お よ び 受 胎 率 を 算 出 し た 。 供 試 牛 は 乳 牛 群 12 頭 、 和 牛 群 10 頭

と し た 。 発 情 発 見 率 お よ び 妊 娠 率 の 計 算 例 を 図 1 に 示 し た 。 計 算 例

で は 11 月 1 日 を 基 準 日 と し て 3 発 情 周 期 （ 63 日 ） 間 の 牛 5 頭 の 発

情 発 見 率 お よ び 妊 娠 率 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 各 期 間 に お け る 各

牛 の 分 娩（ B）お よ び 授 精（ AI+ま た は AI-）記 録 を 入 力 し た 後 に VWP、

空 胎（ O）、妊 娠（ P）の ス テ ー タ ス を 割 り 振 る 。つ ぎ に 、各 期 間 中 に

お け る 授 精 す べ き 頭 数（ AI+、AI-、O）、実 際 に 授 精 し た 頭 数（ AI+、

AI-） 、 妊 娠 に 至 っ た 頭 数 (AI+)を カ ウ ン ト し 発 情 発 見 率 （ 授 精 し た

頭 数 ／ 授 精 す べ き 頭 数 ） お よ び 妊 娠 率 （ 妊 娠 に 至 っ た 頭 数 ／ 授 精 す

べ き 頭 数 ） を 計 算 す る 。 期 間 中 の 発 情 発 見 率 お よ び 妊 娠 率 は 各 期 間

の 発 情 発 見 率 お よ び 妊 娠 率 の 分 子 の 和 を 分 母 の 和 で 除 す る こ と で 算



出 さ れ る 。同 様 に し て A 農 家 に お け る 令 和 4 年 11 月 1 日 ま で の 約 1

年 間 の 発 情 発 見 率 お よ び 受 胎 率 を 計 算 し た 。 そ の 際 、 育 成 牛 は 初 回

授 精 日 よ り 授 精 対 象 と し た 。  

 通 常 区 、 カ テ ー テ ル 区 の 受 胎 率 の 比 較 は す べ て の セ ル の 期 待 度 数

が 5 以 上 の 場 合 は カ イ 二 乗 検 定 で 行 い 、 期 待 度 数 が 5 未 満 の セ ル が

あ る 場 合 は フ ィ ッ シ ャ ー の 正 確 確 率 計 算 で 実 施 し た 。 危 険 率 が

p<0.05 の 場 合 、有 意 な 差 が あ る と し 、p ≦ 0.10 の 場 合 、傾 向 が あ る

と 見 な し た 。  

【 結 果 】  

 受 胎 率 は 、 乳 牛 と 和 牛 の 牛 群 全 体 で カ テ ー テ ル 区 [30％ (6/20)]と

通 常 区 [35％ (25/71)]に 差 は 認 め ら れ な か っ た (p=0.66)（ 表 1）。ま

た 、 乳 牛 群 で は カ テ ー テ ル 区 [11 ％ (1/9)] に 対 し 、 通 常 区 [40 ％

(16/40)]が や や 高 い 傾 向 を 認 め た (p=0.10)（ 表 2）。和 牛 群 で は カ テ

ー テ ル 区 [45％ (5/11)]と 通 常 区 [29％ (9/31)]に 差 は 認 め ら れ な か っ

た (p=0.26)（ 表 3） 。 ま た 、 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 、 VWP は 60 日 と 設

定 し て い る も の の 、平 均 初 回 授 精 日 数 は 乳 牛 群 が 90 日 、和 牛 群 が 80

日 で あ り 、 VWP と の 差 は そ れ ぞ れ 30 日 、 20 日 で あ っ た （ 表 4）。 発

情 発 見 率 、 妊 娠 率 、受 胎 率 は 乳 牛 群 で そ れ ぞ れ 49％ 、 18％ 、 37％ で

あ り 、 和 牛 群 で そ れ ぞ れ 49％ 、 19％ 、 40％ で あ っ た （ 表 5） 。  

【 考 察 】  

  今 回 、 性 選 別 精 液 の 受 胎 率 は 、 カ テ ー テ ル 型 注 入 器 に よ る 場 合 と

シ ー ス 管 注 入 器 に よ る 場 合 で 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。し か し 、

カ テ ー テ ル 型 注 入 器 に つ い て は 、 畜 主 が 和 牛 群 で 受 胎 率 が 比 較 的 高

か っ た と 感 じ て い る こ と や 導 入 当 初 に 受 胎 事 例 が 連 続 し た こ と か ら

畜 主 が 好 感 触 を 得 て お り 、 今 後 も 活 用 す る 意 向 で あ る た め 、 検 証 を

続 け る 予 定 で あ る 。 未 経 産 牛 の 初 回 授 精 の 時 期 に つ い て は 、 畜 主 の

意 向 を 尊 重 し つ つ 、 よ り 早 期 の 実 施 を 目 指 し 、 子 牛 の 事 故 率 に つ い

て は 当 初 の 転 向 計 画 に 沿 っ て 2％ 以 下 と す る 対 策 を 講 じ る 必 要 が あ

る と 考 え る 。 ま た 、 繁 殖 指 標 に つ い て は 、 発 情 発 見 率 は 60％ 以 上 、

妊 娠 率 は 20％ 以 上 が 望 ま し い が 、今 回 乳 牛 群 と 和 牛 群 共 に そ れ ら を

下 回 る 低 値 で あ っ た こ と か ら 、 今 後 、 牛 群 の 血 液 生 化 学 検 査 を 実 施

し 、 牛 群 の 栄 養 水 準 の 改 善 お よ び 繁 殖 成 績 の 向 上 に つ い て 、 継 続 し

て 指 導 を 実 施 し て い き た い 。  



牛１ B VWP VWP

牛２ P B VWP

牛３ AI－ O AI＋

牛４ O O O

牛５ AI＋ P P

発情発見率 ２／３ ０／２ １／２

妊娠率 １／３ ０／２ １／２

10/119/208/30
基準日
11/1

期間中発情発見率 ３ ／ ７ ＝ ４３ ％
期間中妊娠率 ２ ／ ７ ＝ ２９ ％

図1 発情発見率と妊娠率の計算例

試験区 使用精液 受胎率

通常区 性選別 35% (25/71)

カテーテル区 性選別 30% (06/20)

p=0.66

有意差は認められなかった

表1 受胎率（乳牛・和牛群）

試験区 使用精液 受胎率

通常区 性選別 40% (16/40)

カテーテル区 性選別 11% (01/09)

p=0.10

有意差は認められなかったが、
通常区がやや高い傾向

表2 受胎率（乳牛群）

試験区 使用精液 受胎率

通常区 性選別 29% ( 9/31)

カテーテル区 性選別 45% ( 5/11)

p=0.26

有意差は認められなかった

表3 受胎率（和牛群）

乳・和 乳牛 和牛

VWP 60日 60日 60日

平均初回授精日数 86日 90日 80日

差 26日 30日 20日

表4 VWPと初回授精日数

乳・和 乳牛 和牛

発情発見率 (%) 49 (44/90) 49 (24/49) 49 (20/41)

妊娠率 (%) 19 (17/90) 18 (09/49） 19 (08/41）

受胎率 (%) 39 (17/44） 37 (09/24) 40 (08/20)

表5 繁殖成績


